
始まっています、“水素の時代”。

山田勇氏

特別講演
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
に
向
け
た
東
邦
ガ
ス
の
取
り
組
み

最
適
コ
ス
ト
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備

　

　東
邦
ガ
ス

　技
術
開
発
本
部

　技
術
研
究
所
長

　

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
と
水
素
供
給

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
意
義
は
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
の
削

減
、

国
際
競
争
力
の
強

化
、

新
た
な
産
業
・
雇
用

の
創
出
、
地
方
の
活
性
化
―

に
要
約
で
き
る
。

　
東
邦
ガ
ス
は
、

年
度
か

ら
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運

用
を
開
始
し
、

年
度
ま
で

に
４
カ
所
の
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
建
設
・
運
用
実
績
が

あ
る
。

　

年
に
竣
工
し
た
「
Ｊ
Ｈ

Ｆ
Ｃ
セ
ン
ト
レ
ア
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
は
、
愛
・
地
球

博
終
了
後
、
中
部
国
際

空
港
島
に
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
移
設
し
た
も

の
で
あ
る
。
国
内
最
大

級
の
水
素
供
給
能
力
お

よ
び
高
稼
働
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、

年

月
に
国
内

で
初
め
て
水
素
の
累
積
充
填

量
１
万

を
達
成
。

年

月
末
に
は
１
万
４
７
２
９

到
達
、
現
在
も
充
填
量

を
更
新
中
だ
。

　

年
３
月
に
竣
工
し
た
東

邦
ガ
ス
技
術
研
究
所
「

Ｍ

Ｐ
ａ

メ
ガ
・
パ
ス
カ
ル

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

は
、
主
要
機
器
に
つ
い
て
１

年
間
の
ノ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
可
能
な
こ
と
、
お
よ
び
実

車
輌
に
対
し
て
安
全
に
直
充

填
で
き
る
こ
と
を
確
認
。
今

後
は
通
信
充
填
の
技
術
課
題

の
抽
出
、
改
良
の
実
施
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

　
普
及
に
向
け
、
耐
久
性
や

充
填
速
度
に
つ
い
て
安
全
性

と
利
便
性
が
確
認
で
き
た

が
、
今
後
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
取
り
組
む
。

　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備

は
、
４
大
都
市
圏
か
ら
着
実

に
進
め
る
た
め
、
当
社
は
中

京
地
区
の
分
科
会
に
参
画

し
、
当
地
域
に
お
け
る
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
整
備
の
あ
り
方

を
関
係
者
と
協
調
し
て
検
討

し
て
お
り
、
特
に
自
治
体
連

携
の
推
進
は
、
普
及
に
向
け

不
可
欠
と
考
え
る
。

　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整

備
や
ロ
ー
カ
ル
水
素
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
通

じ
、
低
炭
素
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。

岡崎健氏

特別講演
燃
料
電
池
車
普
及
開
始
へ
の
期
待
と
課
題
（
温
暖
化
防
止
に
本
当
に
寄
与
で
き
る
水
素
社
会
を
目
指
し
て
）

個
別
技
術
の
格
段
の
進
歩
が
不
可
欠

　

東
京
工
業
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科

機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
専
攻

教
授

　

　
地
球
温
暖
化
防
止
は
、
き

れ
い
事
だ
け
で
は
全
く
対
処

で
き
な
い
と
こ
ろ
に
、
本
質

的
な
難
し
さ
が
あ
る
。

　
効
率
向
上
、
省
エ
ネ
は
当

然
重
要
だ
が
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
へ
の
量
的

寄
与
が
不
十
分
で
あ
り
、
水

素
燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ

Ｖ

で
も
総
合
効
率
が
高
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ

２
フ
リ
ー
水
素
製
造
も
必
要

に
な
る
。

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
ま
ず

水
素
の
製
造
・
貯
蔵

・
輸
送
・
利
用
の
個

別
技
術
の
格
段
の
進

歩
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
う
え
で
、

異
な
る
個
別
技
術
の

統
合
、
さ
ら
に
世
界
的
規
模

で
の
異
分
野
の
相
互
理
解
と

国
家
間
の
相
互
連
携
が
求
め

ら
れ
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
お
よ
び
定
置
型
燃

料
電
池
の
普
及
は
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
る
脱
炭

素
社
会
の
実
現
の
た
め
に
必

須
で
あ
る
が
、
水
素
イ
ン
フ

ラ
の
先
行
が
鍵
と
な
る
。
Ｆ

Ｃ
Ｖ
の
技
術
開
発
で
は
、

年
の
実
用
化
レ
ベ
ル
に
対
し

て
、航
続
距
離
、車
両
効
率
、

低
温
起
動
、水
素
充
填
時
間

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
目
標

を
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
る
。

　

年
の
自
立
拡
大
期
に
Ｆ

Ｃ
Ｖ
２
０
０
万
台
程
度
の
導

入
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ

れ
で
も
総
合
効
率
向
上
だ
け

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
、

日
本
全
体
の

億

に
対
し

て
０
・
２
％
に
し
か
な
ら
な

い
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
量
的
寄

与
の
た
め
に
は
、
化
石
燃
料

か
ら
の
水
素
製
造
に
お
い

て
、
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
隔
離
と

の
統
合
も
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
開
始
の

年

ま
で
に
水
素
供
給
イ
ン
フ
ラ

で
実
証
す
べ
き
主
要
技
術
課

題
と
し
て
は
、
ト
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
技
術
の
実
証
、
高
頻

度
・
稼
働
お
よ
び
耐
久
性
の

実
証
、
低
コ
ス
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
技
術
の
実
証
、

Ｍ
Ｐ

ａ
フ
ル
充
填
技
術
の
実
証
な

ど
が
あ
る
。

　本格的な水素エネルギー時代はどの分野から始まるのだろうか。家
庭用燃料電池「エネファーム」は 年より販売され、いつの間にか
身近なところに水素エネルギーが顔を見せ始めているが、より大きく
水素社会への扉を開くのは自動車分野であると言われている。
　 年から燃料電池自動車（ＦＣＶ）普及開始のスタートを切るべ
く、民間 社による共同声明が既に発表されている。 年度末はリ
ードタイムに入り、行政は支援制度・法基準整備・規制見直しを、自
動車メーカーでは量産ＦＣＶ開発を、インフラ事業者は関連技術開発
・実証やステーションの先行整備について取り組みを進めている。
　今年で６年目を迎える「イワタニ水素エネルギーフォーラム」の東
京会場は「 年燃料電池自動車普及開始に向けた『水素ステーショ
ン先行整備』」をテーマとして、 名の参加者を得て１月 日に開
催された。本企画ではその一端を紙面でお伝えする。

横内正明氏山梨県知事

山
梨
県
を
燃
料
電
池
関
連
産
業
の
集
積
地
へ

小見山康二氏

規
制
緩
和
で
水
素
供
給
イ
ン
フ
ラ
整
備

来賓あいさつ

経済産業省
資源エネルギー庁
省エネルギー・新エネ
ルギー部
新エネルギー対策課　
燃料電池推進室長

　
政
府
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

伴
い
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

抜
本
的
見
直
し
を
行
う
た
め
、
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
」
な
ど
に
お

い
て
政
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

今
夏
を
目
処
に
、
「
革
新
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
を
決
定
す
る
。

特
に
水
素
は
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
面
か
ら
も
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
上
、
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用

で
き
る
「
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
燃
料
電
池
は
成
長
産
業
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
中

で
も
燃
料
電
池
自
動
車
は
、
世
界
各

国
で
取
り
組
み
が
盛
ん
だ
。
我
が
国

で
も
自
動
車
会
社
を
中
心
に

年
に

２
０
０
万
台
の
燃
料
電
池
自
動
車
を

普
及
す
る
と
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
政
府
と
し
て
も
最
大
限
の
支

援
を
図
っ
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
中
、

年
の
燃
料
電
池

自
動
車
の
市
場
導
入
に
向
け
、

地

域
水
素
供
給
イ
ン
フ
ラ
技
術
・
社
会

実
証
事
業

に
よ
り
、
実
使
用
に
近

い
条
件
で
燃
料
電
池
自
動
車
・
水
素

供
給
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
技
術
実
証

を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
ユ
ー
ザ
ー
利

便
性
や
社
会
受
容
性
な
ど
の
諸
課
題

も
検
証
す
る
。
特
に
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

年
の
燃
料
電

池
自
動
車
の
導
入
に
先
立
ち
、
四
大

都
市
圏
を
中
心
に
先
行
的
に
１
０
０

カ
所
の
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
ら
先
行
整
備
に
先
立
ち
、
来
年

度
よ
り
商
用
規
模
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
整
備
・
実
証
す
る
予
定
。
ま
た
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
向
け

て
、
低
コ
ス
ト
化
お
よ
び
規
制
緩
和

が
必
要
だ
。

　
山
梨
県
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
活
か
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
低
炭
素
社
会
の
実
現

と
地
域
産
業
活
性
化
の
両
立
を
目

指
し
て
い
る
。

　
平
成

年
６
月
に
策
定
し
た

「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、

山
梨
大
学
等
と
連
携
し
た
産
官
学

に
よ
り
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究

開
発
が
進
む
、
革
新
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
度
利
用
技
術
「
燃
料
電

池
」
の
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　
燃
料
電
池
の
実
用
化
に
向
け
た

研
究
開
発
の
推
進
と
と
も
に
、
関

連
産
業
の
集
積
と
育
成
に
取
り
組

み
、
山
梨
県
を
研
究
開
発
拠
点
お

よ
び
関
連
産
業
の
集
積
地
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
こ
で

最
先
端
の
技
術
開
発
を
リ
ー
ド
す

る
企
業
、
研
究
者
や
行
政
関
係
者

が
連
携
し
、
課
題
と
対
応
策
を
検

討
す
る
た
め
「
山
梨
燃
料
電
池
実

用
化
推
進
会
議
」
を
設
置
。
会
議

の
ご
意
見
を
も
と
に
、
様
々
な
活

動
を
通
じ
、
燃
料
電
池
先
進
県
と

し
て
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
山
梨

県
内
に
で
き
る
だ
け
普
及
さ
せ
て

い
く
。

　
こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
共
同

で
地
域
実
証
研
究
を
実
施
。
岩
谷

産
業
株
式
会
社
と
連
携
す
る
中

で
、
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
運
用
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
走
行
等
を
行

い
、
実
使
用
条
件
に
お
け
る
安
全

性
、
信
頼
性
、
実
用
性
等
を
実
証

す
る
と
と
も
に
、
移
動
式
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
不
具
合
・
故
障
等
の
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
再
発
防
止
策
を
検

討
し
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
と
と
も

に
、
山
梨
大
学
の
研
究
成
果
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
や
ま

な
し
燃
料
電
池
塾
」
な
ど
を
通
し

て
県
内
産
業
の
育
成
を
進
め
、
新

た
な
技
術
を
有
す
る
燃
料
電
池
関

連
企
業
を
誘
致
し
、
よ
り
高
性
能

な
燃
料
電
池
関
連
製
品
を
生
産
で

き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
構
築
す
る
。

　

年
ま
で
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
先
行
整
備
１
０
０
カ
所
の
う

ち
、
す
で
に
導
入
し
て
い
る
移
動

式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
も

含
め
、
何
カ
所
か
の
設
置
を
目
指

し
、
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く

こ
と
を
今
、
検
討
し
て
い
る
。
産

学
官
の
連
携
体
制
を
活
用
し
、
燃

料
電
池
の
技
術
開
発
の
中
心
地
と

な
る
こ
と
で
、
山
梨
県
が
「
燃
料

電
池
バ
レ
ー
」
と
称
さ
れ
る
産
業

の
集
積
地
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

　
小
回
り
が
き
き
、
良
い
と
思
っ

た
こ
と
は
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
山

梨
県
の
優
位
性
を
最
大
限
活
か
し

て
い
く
考
え
だ
。

吉田正寛氏

特別講演
燃
料
電
池
自
動
車
普
及
開
始
に
向
け
た
水
素
イ
ン
フ
ラ
構
築
へ
の
取
り
組
み

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
で
実
績

　

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

執
行
役
員
　
研
究
開
発
本
部

研
究
開
発
企
画
部
長

　

　
当
社
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
お
よ
び

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
証
事

業
に
参
画
。
こ
れ
ま
で
４
カ

所

東
京
・
杉
並
、
船
橋
、

横
浜
・
旭
、
北
九
州

の
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
を

通
じ
、
供
給
技
術
の
実
証
を

行
っ
て
き
た
ほ
か
、
認
知
度

向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
「
水
素
供
給
・
利
用
技
術

研
究
組
合
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
」

に
も
参
加
。
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

は
、
水
素
・
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
を

目
指
す
民
間
各
社
と
共
に

年
に
設
立
。

年
の
普
及
開

始
に
向
け
、
実
証
研
究
を
通

じ
、
社
会
的
受
容
性
向
上
と

事
業
成
立
の
た
め
の

課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
実
証
事
例
と
し
て

は
、
成
田
・
羽
田
と

都
心
間
を
Ｆ
Ｃ
バ
ス
・
Ｆ
Ｃ

ハ
イ
ヤ
ー
で
つ
な
ぐ
水
素
ハ

イ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

水
素
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
供
給

を
実
証
し
て
い
る
北
九
州
水

素
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
が
あ
る
。

　
一
方
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
の
た

め
に
は
、
走
行
距
離
あ
た
り

の
水
素
コ
ス
ト
が
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
と
同

等
以
下
に
な
る
必
要
が
あ

る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め

に
は
、
容
器
、
圧
縮
機
な
ど

機
器
の
技
術
開
発
だ
け
で
は

な
く
、
規
制
見
直
し
も
必
要

不
可
欠
だ
。
普
及
開
始
に
必

須
の

項
目

水
素
貯
蔵
上

限
の
撤
廃
、
Ｓ
Ｓ
へ
の
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
併
設
な
ど

の
規
制
見
直
し
に
官
民
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
コ
ス
ト
目
標
は
達
成
で

き
る
見
込
み
。
但
し
、
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ル
稼
働

を
前
提
と
し
た
見
通
し
で
あ

る
た
め
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
台
数
の
少

な
い
普
及
初
期
で
は
導
入
支

援
制
度
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
水
素
は
石
油
、
ガ
ス
、
電

力
に
次
ぐ
第
四
の
基
幹
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
考
え
て
い
る
。
自

動
車
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

化
へ
の
寄
与
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
場
面
で
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な

社
会
作
り
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

岩
谷
産
業

液
化
水
素
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
、
低
炭
素
社
会
に
貢
献

幅
広
い
機
能
と
高
品
質
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
さ
れ
る
「
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
」

新たな技術インフラ「総合技術
センター」（完成イメージ）

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
注
目

が
高
ま
る
中
、
イ
ワ
タ
ニ
は
、
液
化

水
素
の
普
及
を
視
野
に
入
れ
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
お
よ
び
製
造
・
貯
蔵
・

輸
送
・
供
給
技
術
開
発
へ
の
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
産
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
消

費
さ
れ
て
い
る
水
素
だ
が
、
イ
ワ
タ

ニ
は
、
水
素
の
普
及
が
さ
ら
に
進
む

と
「
液
化
水
素
が
主
役
に
な
る
」
と

見
通
す
。
水
素
を
大
量
に
消
費
す
る

ガ
ラ
ス
や
金
属
加
工
、
半
導
体
製

造
、
太
陽
電
池
、
電
子
部
品
、
自
動

車
関
連
な
ど
の
産
業
分
野
で
、
工
場

内
に
液
化
水
素
の
貯
槽
や
小
型
コ
ン

テ
ナ
を
設
置
し
、
利
用
す
る
ユ
ー
ザ

ー
が
増
え
て
い
る
。
液
化
水
素
の
特

徴
で
あ
る
大
量
輸
送
・
大
量
貯
蔵
、

高
純
度
等
に
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
し
て

い
る
た
め
で
あ
り
、
と
り
わ
け
半
導

体
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
先
端
分

野
で
液
化
水
素
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
イ
ワ
タ
ニ
は
国
内
の
液

化
水
素
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
着
々
と
進

め
て
い
る
。
国
内
最
大
の
液
化
水
素

製
造
能
力
を
持
つ
ハ
イ
ド
ロ
エ
ッ
ジ

大
阪
府
堺
市

、
岩
谷
瓦
斯
千
葉

工
場

千
葉
県
市
原
市

に
続
く
第

３
番
目
の
液
化
水
素
の
製
造
拠
点

「
山
口
リ
キ
ッ
ド
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ

ン
」
を
山
口
県
周
南
市
に
ト
ク
ヤ
マ

と
合
弁
で
建
設
、

年
秋
の
稼
働
開

始
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
産

業
用
分
野
で
の
液
化
水
素
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
、
将
来
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
の
基
盤
に
繋
が
る
も
の
と
イ

ワ
タ
ニ
は
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ワ
タ
ニ
で
は
産
業
ガ
ス

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
幅
広
い
分

野
で
の
研
究
開
発
機
能
を
拡
充
す
る

た
め
、
従
来
の
技
術
セ
ン
タ
ー
に

替
わ
る
「
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
に
着
手
し
、

年
３
月
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
新

総
合
技
術
セ
ン
タ

ー
で
は
水
素
関
連

の
実
験
環
境
は
勿

論
、
お
客
様
で
あ

る
取
引
先
メ
ー
カ

ー
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
要
請
に
応
え
る

べ
く
共
同
・
委
託

実
験
、
技
術
支

援
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
機
能
を
拡

充
さ
せ
る
と
と
も

に
、
分
析
・
試
験

解
析
機
能
を
活
用

し
た
高
品
質
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て

ゆ
く
。

基調講演

第
６
回
イ
ワ
タ
ニ
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
京
｜
２
０
１
５
年
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
普
及
開
始
に
向
け
た
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
先
行
整
備
」
｜
５
３
６
名
参
加

（ ） 【特別企画】 ２０１２年 平成２４年 ２月２９日 水曜日 　　


